小論文は，2010年度まで一次試験時に実施されていましたが，2011年度から二次試験で実施されることとなりました。
最近4ヵ年のテーマを見ていきます。

・2008年度「課題文を読み，３００字以内で要約しなさい。」長谷川真理子『科学の目，科学の心』（６０分）

・2009年度「課題文を読み，３００字以内で要約しなさい。」黒田玲子『科学を育む』（６０分）

・2010年度「課題文を読み，３００字以内で要約しなさい。」木下是雄『理科系の作文技術』（６０分）（この課題文は，以前，広島大学教育学部でも出題されたことのあるものです。）
・2011年度「課題文を読み，３００字以内で要約しなさい。」鷲谷いづみ『自然再生』より（一部改変）
傾向としては，キーワードである「科学（学問）」に関する課題文が提示され，それを６０分３００字以内で要約するというものです。2011年度もこの傾向は継続するものと思われます。

さて，皆様，お待ちかねの本年度の予想テーマですが，次の課題文の要約としました。

【問題１】課題文を読み，３００字以内で要約しなさい。（６０分）
　今日は非常時だといわれる。この非常時に当って，私のいうところの如きは一腐儒（ふじゅ）の言に過ぎないと考えられるかもしれない。しかし徒に力むばかりが能事ではない。非常時なればなる程，我々は一面において落ち着いて深く遠く考えねばならぬと思う。迂遠と思われるところにかえって真に顧慮すべきものがあるかもしれない。如何なる思想の傾向でも，長所もあれば，短所もあることを免れない。物そのものが根本的に誤っているというならとにかく，然らざる以上何処までもその幣を矯正することに努力せなければならない。近来は何事にも明治時代というものを批難するのが一種の流行のようであるが，明治維新の始における明治大帝の宏遠なる御誓文というものには，世界的に進出した日本として，いつまでも心すべきものがあるのではなかろうか。明治時代は外国文化を吸収するに急にして，そのため種々なる弊害を生じたこともあるであろう。そういう点からは，我々は我々の根本に還って考えて見なければならぬのはいうまでもない。しかし徒らにその幣のみを論じて，極端な反動思想に走ることは，恰も明治の始において逆の方向に反動的であったと同様に，真に我々の将来を思うものということはできない。由来，我国には何の方面にも遠大なる根本的研究というものは重ぜられない。いつもすぐ目前の効果のみが問題となるのである。何事でも何処までも深く掘り下げて根本的に考えるという如き精神と努力とに乏しい。それは外国文化の研究に従事するものの受ける非難であるが，日本文化の研究に従事する人々にも同様であると思う。それでは何時までも根柢ある偉大な思想の生れようはない。今日は明治時代と異なり，精神科学とは哲学とかという方面においても，我々は一通り世界的学問を理解するまでに達し得たと思う。この上は，徒らに新に現れ来れる末派的なるものに眩惑せられることなく，我々は自己自身の立場において十分批評的に考えて見なければならない。そして自己自身の足によって歩いて見なければならない。新しいからといって，徒らに末派的なるものに追随するのみにては遂に何物をも得ることはできない。我国は明治以来孜々（しし）として西洋文化を取り入れた。無造作に和魂漢才などという人は，それらのものをただ，道具の如く用い得るものと思うているかもしれない，しかし，それらのものはそれぞれの精神を有ったものである。自然科学でも，自然科学は自然科学の精神を有ったものである。我々はそれをそれぞれの精神において捉えることによって自己に消化せなければならない。
　私が現代の日本の立場というものは，過去の歴史を軽視するというのではない。過去というものなくして現在というもののないことはいうまでもない。しかしまた現在及び未来というものなくして，過去というものもない。過去は永遠に生きた過去でなければならない。真の過去は永遠の現在の意味を有ったものでなければならない。我々は我々の文化の内に，過去を構成し未来に発展する永遠に生きたものを見出さなければならない。それには，我々は何事にも捉われることなく，十分に批評的であり，十分に研究的でなければならない。感情は感情として如何に貴いものであっても，感情と理性とは自らその立場を異にするものがなければならない。学問上の議論は理論的に基礎附けられたものでなければならない。無論，精神科学や哲学の真理は単なる理論の上に立つものでないともいい得るであろう。しかし学問的研究は何処までも理論的に媒介せられたものでなければならない。かかる意味においての学問的誠実というものが，今日軽視せられているのではないかと思う。
【問題２】課題文を読み，３００字以内で要約しなさい。（６０分）
文学的な経験と科学的な経験の性質を区別することは，それぞれの典型的な例については，あまり困難な仕事ではない。
科学は具体的な経験の一面を抽象し，抽象化された経験は，他の同類の経験と関係づけられて分類される。このように抽象化され，分類された経験は，原則として，一定の条件のもとで繰り返されるはずのものである。従って科学は，法則の普遍性にういて語ることができるのである。たとえば一個の具体的なレモンは，その質量・容積・位置・運動等によって，その他の性質，たとえば色や味や産地や値段を捨象されることによって力学の対象となり，またその効用や生産量や小売価格などに還元されることによって，その他の性質，たとえば位置や運動量などを捨象されることによって経済学の対象となる。力学や経済学は具体的なレモンについてではなく，抽象化された対象について，その対象が従う法則をしらべるのである。
文学は具体的な経験の具体性を強調する。具体的な経験は，分類されることができない。また決してそのまま繰り返されることもない。分類の不可能な，一回限りの具体的な経験が，文学の典型的な対象である。梶井基次郎の『EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 9(レモン),檸檬)（レモン）』の経験は，その色，その肌触り，その手に感じられる重みのすべてに係り，それを同じ質量の石によって換えることもできないし，それを同じ値段の他のレモンで換えることもできない。彼が必要としたのは，レモン一般ではなくて，いわんや固体一般でも，商品一般でもなくて，EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 9(・・),その)レモンである。そしてその日，別のところで，再び経験されることのないものである。すなわちその経験に関して，法則をつくることができないのは，いうまでもない。EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 9(・・),その)レモンのそのレモンたるゆえんにもとづく経験―具体的で特殊な一回かぎりの経験は，科学の対象にはならない。まさに科学が成りたたぬところにおいて，文学が成り立つのである。文学の表現する経験は，科学の扱う対象から，概念上，はっきりと区別することができる。
しかし，文学を，科学から区別するのと同じやり方で，日常生活から区別することは困難であろう。日常生活の経験は，文学的な面を含むと同時に，また科学的な面も含む。日常生活における経験は，文学の出発点ともなり得るし，また科学の出発点ともなり得る。八百屋でレモンを買う主婦は，多かれ少なかれレモンを商品としての，また食品としての一面からみて，そのレモンの他の性質を無視するのであろう。またそうするからこそ，主婦の経験は蓄積され，法則化され，上等のレモンを安く買う買物上手にもなり得るのである。梶井基次郎流のレモンの経験は，主婦を買物上手にはしない。もっと一般化していえば，およそ社会生活を営む上に必要な知識を，主婦にあたえない。しかしそういう実用的な知識を必要としない子供は，母親が台所においたレモンをみて，その光沢に惹かれ，手にとってみてその冷たい肌触りに，ながく忘れることのない感覚的なよろこびを感じるかもしれない。その感覚はそのときかぎりのものである。古来詩人の心を以て童心にたとえたのには，理由がある。しかもその理由は，子供の心がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 9(じゅんしん),純真)EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 9(むく),無垢)だからではない。そうではなくて，子供は社会に対して無責任だからである。責任がないから，その経験を積み重ねて，法則を見出す必要もない。従って経験を分析し，分類するために抽象化する必要も少ないだろう。すなわち具体的経験をその具体性において捉えることができる。もし主婦の買うレモンが経済学者の対象にちかいとすれば，子供のレモンは，梶井基次郎のレモンに似ているのである。
総じて経験の抽象化の程度という点からみれば，日常生活の経験は，一方で文学的経験と連続し，他方で科学的経験に連続している。別のことばでいえば，経験の抽象化の軸によって，一方の極端である文学的経験を，他方の極端である科学的経験から区別することは容易だが，その中間の科学的経験から区別することは困難だということになる。
すばらしい答案を期待しています。

解説では，皆さんが知らないかもしれない「要約の仕方」を載せてありますので，御期待ください。この要約法を知れば，これまでの過去問題もすんなりと要約できるようになります。
[受講申し込み方法]
・入塾金：無料
・受講費：３，０００円×模試の数（税込み）
１　　お申込み
別紙に，模試添削希望，郵便番号，住所，氏名，電話番号等をなるべく詳しく明記して，現金書留に「添削料金３，０００円×模試の数」と「原稿用紙に書いた解答」を送付してください。
２　　領収書
　領収証は、確認メールや各種郵送物の不着等が発生した場合の予防策として、受講終了時まで御手元に保管いただきますようお願い致します。
３　　添削の返却

　　　可及的速やかに返却しています。受信日当日を目標に返却しています。

 (注意） いったん納入された受講料等はいかなる理由があってもお返しできませんのでご注意ください。
